
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨日、第 2 回実力テストが行われました。テストの出来や手応えはどうだっ

たでしょうか。自分の希望の学校と実力について担任の先生と保護者との３者面 

 

 

 

 

 

８月２５日、校内で第２回目の実力テストが行われました。テストの出来や手

応えはどうだったでしょうか？自分の希望の学校と実力について担任の先生と

保護者の方との３者面談で話題になったと思います。その際に合格可能性～％と

言われたと思います。これは、昨年までのデータをもとに受験者の合格可能性を

計算します。８０パーセントは安全校といわれるところですが、100 人中８０

人は合格しますが、20人が不合格になる可能性があります。つまり、受験に100

パーセント合格という予測は存在しないということです。 

 

受験校の考え方 

 学校を選ぶうえで、自分の学力と希望をしっかり合わせて受験校を考えよう。 

 

 

合格可能性←低・・・・・・・・・・・・・・・・・・      ・高→ 

 

～留意点～ 

〇自分の一番行きたい学校の優先順位を決める。 

①公立校→②私立校  ①私立単願 など。 ①公立校のみ 

〇学力を基準に考える場合は、チャレンジ・適性校以外に自分の実力を考え、

安全校は必ず1校候補に考えましょう。公立校１校のみの受験の場合もあり

ますが、その際は安全校より可能性が高い学校を選ぶことも考えましょう。 

〇塾などでたくさん受けることを勧められることがあります。日程が過密に 

なったり、受験料がかかることで負担が増えたり、他の受験生が不合格にな

ることもあります。特に、推薦制度を利用した場合は、むやみに受けること

を避けた方がいいです。 

〇私立の学力の推薦基準は、9月以降高校のＨＰに掲載される場合がありま 

す。場合によっては、一般には非公開で、中学校のみの情報になることもあ 

ります。私立高校では推薦制度があり、高等学校が公開されている基準に満 

たなくとも-２までは加点ポイントがあれば加算される学校もあります。（英 

検３級や漢検３級などの検定は大きなポイント）ただし、基準は高校により 

ます。推薦受験を受けれるかどうかは、本校から高校側への入試相談（12 

月頃）で決まります。高校側の判断となるので、担任との連絡を密にしま 

校が認めなければ、 
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しょう。 

〇推薦制度のある多くの私立校では、３年生の 1 学期又は２学期の成績で推薦

の基準を決める学校が多いです。公立高校に推薦はなく、内申点として１・2

年の成績と3年の１・２学期の合計の成績となります。（もちろん、3学期の

頑張りも見られます。） 

 

 

 9 月２７日（水）に高校の先生を招いて、校内学校説明会を行います。夏休み

に見学会に行けなかった人もいると思いますので、ぜひ有効に活用しましょう。 

～来校していただく学校～ 

 公立高校              私立高校 

  千葉県立我孫子高等学校       東洋大牛久高等学校 

  千葉県立我孫子東高等学校      土浦日本大学高等学校 

  千葉県立柏高等学校         東京学館船橋高等学校 

千葉県立柏中央高等学校       中央学院高等学校 

  千葉県立沼南高等学校        我孫子二階堂高等学校 

  千葉県立野田中央高等学校      日本体育大学柏高等学校 

               （公立６校、私立６校の計１２校で実施） 

 

日 時：令和５年9月２７日（水） （当日は、午後から特別日課で実施予定） 

     13：25～15：05 頃を予定   

※各公立・私立高校20分の説明会を２回ずつ実施 

※この後、進路保護者会を予定しています。 

 ※場所などは後日連絡します。 

 

 この説明会は、皆さんの中から講座ごとに代表者を選びます。その中で、高校

の先生方を誘導し、司会進行を皆さん主体で行ってもらいます。学校の雰囲気や

皆さんの態度や様子も高校の先生に伝わることになります。皆さんが社会に出た

際、外部の方と色々と接する場面があります。その際に、第一印象がとても大切

です。ぜひ、その場にふさわしい挨拶や態度、会議の進め方など、今後も必要に

なることをぜひ覚えていってほしいと思います。また、皆さんが疑問に思うこと

や進路の不安などもたくさんあると思います。高校の先生に質問することで、不

安な点も解消されると考えます。高校の先生方の話を真剣に聞いて、今後の進路

選択に大いに生かしていきましょう。 

 

提出物の変更について 

 第２回進路希望調査が 9 月 20 日（水）提出になっています。体育祭の振替休

日明けになりますので、早めに担任の先生に提出してください。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～夏の三者面談でのQ＆A～ 
  

夏休みの初旬に湖北台中学校にて３者面談が行われました。その中で話題になった内容をお

伝えします。確認していただき、またなにかわからないことや質問があれば、ご連絡ください。 

Q：私立の推薦は２校以上とることはできますか？ 

A：可能ですが、推薦をとれた私立高校の多くは、大きく合格に近づきます。過去の実績を見

ても、推薦をとれた生徒の合格率はとても高いです。お金もかかることなので、よく検討し

て受験内容を考えていく必要があると思います。 

 

Q：推薦をとれた私立で不合格になるとしたらどんな時ですか？ 

A：試験を受けなかった、０点だった（氏名の記載忘れ）、試験官に悪態をついて返ってきた、

そんなときだと聞いたことがあります。 

 

Q：推薦の流れを知りたいです。また、成績は１学期、２学期、どちらの成績を見られるので

しょうか？ 

A：進路ノートにある「推薦願い」というのを１１月ころに提出してもらいます。その提出を

受けて、まず湖北台中学校内で推薦にとる人物か、検討会議を設けます。その後１２月に各

高校に出向き、高校の方で推薦してもらえるかの判断をしてもらいます。成績は１、２学期

の良い方の成績をとることが多いですが、高校によって違いますので今後出てくる募集要項

を確認してもらえればと思います。 

 

Q：私立を受けなくてもいいですか？ 

A：公立のみの受験をする人はいないことはないですが、多くはありません。進路先が決まら

なくなるという恐れと、本番の１回勝負で周りの雰囲気に飲まれてしまい、自分の実力を出

せないまま試験が終わってしまうということもあります。受験校のパターンはよくご家庭で

話し合って決めていきましょう。 

 

Q：作文はどんな内容でやりますか？ 

A：公立入試の２日目に行われる学校独自問題の中で、作文を行う高校が毎年多いです。例と

しては「中学校で頑張ったこと」や「高校で頑張りたいこと」などがありますが、受験の年

によっては、その年に流行ったニュースの内容を取り入れたりもします。いろいろなパター

ンが考えられますので、学校の授業でも今後作文練習の時間を取り入れていきます。作文を

書く練習は必ず行っていきましょう。 

 

他にもいろいろありましたが、その都度わからないところなど疑問点がありましたら、連絡を 

いただければと思います。 



 ～最後に～ 
 

９月２９日（金）に第３回実力テストがあります。中間テストが終わってすぐ 

ですが、頑張りましょう。テスト範囲をのせておきますので、計画的に学習を進

めてください。 


